
も
、
自
分
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
社
や
周
囲

の
助
言
を
受
け
な
が
ら
研
さ
ん
を
積
み
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
に
ひ
と
つ
ず
つ
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

書
類
が
何
日
も
放
置
さ
れ
た
り
、
個
人

で
対
応
が
変
わ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
予

想
外
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
根
気

強
く
作
業
を
続
け
る
の
は
、
や
り
が
い

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
外
務
省
の
Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
制

度
で
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
国
連
資
本
開
発

基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
）
に
派
遣
さ
れ
、地

方
分
権
の
制
度
構
築
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
監
理
を
担

当
し
、
続
け
て
地
方
分
権
案
件
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

勤
務
し
ま
し
た
。
任
期
満
了
後
、
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
ケ
ニ
ア
事
務

所
の
企
画
調
整
員
と
し
て
再
び
ア
フ
リ

カ
へ
。
民
間
セ
ク
タ
ー
開
発
の
問
題
解

決
に
あ
た
っ
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
持
つ
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
ス
キ
ー
ム
や
民
間
企
業

の
技
術
・
経
験
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

工
夫
は
、
パ
ズ
ル
を
組
む
よ
う
な
面
白

さ
が
あ
り
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
仕
事
を
選
ん
だ
の
は
、
信
頼
で

き
る
仲
間
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
非
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
関

係
な
く
国
際
協
力
を
続
け
た
い
と
考
え

た
結
果
で
す
。
こ
の
会
社
は
、
自
分
が

実
現
し
た
い
と
思
う
提
案
の
価
値
を
伝

え
ら
れ
れ
ば
、
全
力
で
支
援
し
て
く
れ

る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

開
発
途
上
国
は
生
活
環
境
が
厳
し
い

場
合
が
多
く
、
ひ
と
り
で
動
い
て
い
て

幅
広
い
視
点
で
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ

大
学
在
学
中
、
１
９
９
５
年
に
北

京
で
開
か
れ
た
第
４
回
世
界
女

性
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
た
こ

と
で
途
上
国
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
オ

ラ
ン
ダ
の
大
学
院
に
留
学
し
ま
し
た
。

社
会
人
経
験
を
経
て
入
学
す
る
学
生
が

多
く
、
議
論
も
実
務
経
験
に
基
づ
い
て

お
り
、
指
導
教
官
だ
け
で
な
く
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
か
ら
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

修
了
後
は
在
米
日
本
大
使
館
の
専
門

調
査
員
と
し
て
日
本
を
外
か
ら
眺
め
、

世
界
の
問
題
に
幅
広
い
視
点
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
覚
え
ま
し
た
。
帰

国
後
、
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

で
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
作
成
や
調
査
研
究
な

ど
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
米
国
や
南

ア
フ
リ
カ
を
拠
点
に
海
外
営
業
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
担
当
し
、
ケ
ニ
ア
事

務
所
の
開
設
に
携
わ
り
ま
し
た
。
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
裏
で
支
え
る
立
場
と
し

て
、
会
社
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
強
み

を
把
握
し
、
相
手
国
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
提
案
を
心
掛
け
ま
し
た
。ま
た
、海

外
で
オ
フ
ィ
ス
を
立
ち
上
げ
る
過
程
で

は
、
現
地
の
法
律
や
慣
習
は
も
ち
ろ
ん
、

ＪＩＮ

「開発途上国の人々に本当に質の高いサービス
を提供する」――。（株）JINはこうした志を持っ
たコンサルタントたちが集まり、2011年に設立
された企業だ。そして、わずか5年間で、南スーダ
ン、ウガンダ、キルギスで業務実施契約を締結し、
複数の国際機関がかかわる難易度の高い案件で
も、その存在感を示してきた。また、最近では、中
小企業海外展開支援事業をはじめ、東日本大震災
における今後の復興事業への取り組みを始める
など、活動の幅は広がっている。
JINの特長は、途上国に対して常に真

しん

摯
し

に向き
合う姿勢にある。例えば、通常のプロジェクトで
は、契約時に予算や期間がほとんど決まってしま
うのだが、途上国の人々にとって本当に必要であ
ると判断すれば、自社負担でサービスを追加する
ことを惜しまない。目先の利益にばかりこだわら
ないという同社の社風は特筆すべきである。

そして、採用活動にあたっても、応募者の経歴
以上に、その人が持つ根本的な価値観を重視して
いる。「開発途上国のために何をやりたいのか。そ
して、今の自分には何ができて、何が足りないの
か」ということを真剣に考え、積極的に挑戦する
ことができる人材を随時求めている。

事業部

金子 和代さん
Kaneko Kazuyo

17
Consulting 
Firm

新卒採用：なし　中途採用：あり
募集職種：  開発コンサルタント
募集人数：通年募集（募集時HPに掲載）

recruitment

company data
株式会社JIN
JIN Corporation
〒330-0802 
さいたま市大宮区宮町２-10 シンテイ大宮ビル３F-B
設立：2011年２月　資本金：1,500万円
従業員数：14人
代表者：代表取締役　大野康雄
事業分野： 農業・農村開発、保健衛生、環境・社会配慮、評価分

析、人材育成、中小企業支援など

TEL：048-650-0400　FAX：048-650-0401 
URL：http://www.jincorp.jp/

Career Path

Age

25

27

32

39

大学院修了、在米日本大使
館で米国の外交政策分析を
担当

JIN入社

35

36
JICAケニア事務所で企画
調整員として勤務

コンサルティング会社入社、
主に海外営業・ネットワーキ
ングや海外事務所マネジメン
トに従事

東ティモールの地方分権案
件でオペレーション・アドバイ
ザーとして勤務

JPOで東ティモールの国連
資本開発基金（UNCDF）に
派遣

妥協をせずに、真摯に向き合う
Check

南
ス
ー
ダ
ン
案
件
の
メ
ン
バ
ー
と

（
後
列
右
が
金
子
さ
ん
）
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